
ターゲット№

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 SDGｓの達成に向けた主な取組

　　効果が期待できるSDGsのターゲット

現代ビジネス学部の人

材育成

【ゴール№】

 ４．１２．１３

大学院 環境マネジメン

ト研究科の人材育成

【ゴール№】

 ４．７．１２．１３

SDGsマネジメントリテ

ラシーの養成

【ゴール№】

 ４．１２．１３

環境研究の推進

【ゴール№】

 ７．１１．１２．１

３．１５

環境教育研究の推進

【ゴール№】
 ４．１１．１３．１５．

 １７

環境教育の推進

【ゴール№】

 ３．４．１３

環境活動の推進

【ゴール№】

 ４．１２．１５

3.3 2030年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられない熱帯病といった伝染病を根絶するとともに肝炎、水系感染症及びその他の感染症に
対処する。 ●

4.3 2030年までに、全ての人々が男女の区別なく、手の届く質の高い技術教育・職業教育及び大学を含む高等教育への平等なアクセスを得ら
れるようにする。 ●

4.4 2030年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大
幅に増加させる。 ● ● ●

4.7 2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的文化の推進、グロー
バル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進す
るために必要な知識及び技能を習得できるようにする。

● ● ● ● ● ●

4.c 2030年までに、開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国における教員研修のための国際協力などを通じて、質の高い
教員の数を大幅に増加させる。 ●

7.a 2030年までに、再生可能エネルギー、エネルギー効率及び先進的かつ環境負荷の低い化石燃料技術などのクリーンエネルギーの研究及び
技術へのアクセスを促進するための国際協力を強化し、エネルギー関連インフラとクリーンエネルギー技術への投資を促進する。 ● ●

11.3 2030年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、全ての国々の参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住計画・管理の能力を強
化する。 ● ●

11.b 2020年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実
施した都市及び人間居住地の件数を大幅に増加させ、仙台防災枠組2015-2030に沿って、あらゆるレベルでの総合的な災害リスク管理の
策定と実施を行う。

●

12.8 2030年までに、人々があらゆる場所において、持続可能な開発及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識を持つようにする。
● ● ● ● ●

12.b 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光業に対して持続可能な開発がもたらす影響を測定する手法を開発・導
入する。 ● ●

13.3 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を改善する。
● ● ● ● ● ●  

15.2 2020年までに、あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減少を阻止し、劣化した森林を回復し、世界全体で新規植
林及び再植林を大幅に増加させる。 ● ●

15.4 2030年までに持続可能な開発に不可欠な便益をもたらす山地生態系の能力を強化するため、生物多様性を含む山地生態系の保全を確
実に行う。 ●

15.5 自然生息地の劣化を抑制し、生物多様性の損失を阻止し、2020年までに絶滅危惧種を保護し、また絶滅防止するための緊急かつ意味の
ある対策を講じる。 ●

17.6 技術/Technology
科学技術イノベーション（STI）及びこれらへのアクセスに関する南北協力、南南協力及び地域的・国際的な三角協力を向上させる。また、国
連レベルをはじめとする既存のメカニズム間の調整改善や、全世界的な技術促進メカニズムなどを通じて、相互に合意した条件において知識
共有を進める。

●

17.17  さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。
●

　SDGsの達成に向けた主な取組(ターゲットレベル）

ゴール４ すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

ゴール３ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

ゴール17 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

ゴール７ すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

ゴール11 包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

ゴール12 持続可能な生産消費形態を確保する

ゴール13 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

ゴール15 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の
阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する


